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公衆衛生閥において、昭和27年以降実施して

いる斑状棟閲査に伴い、調査0:.帥果筑状歯発生

地区と見倣された市町村の飲料水について、こ

れを化洋的に裏付ける為即ち、 A)斑状歯の生

成は弗素の摂取にによるものであろ。と云う前

提の下に、叉 B)果して弗素だけがその原1出を

なすものであるか否か。と云う考えの下に、i)Ii

素含有棄其他、これと共存すろ数種の成分につ

き、昭和27年以来現在まで 9ヶ所の町村の検杏

を行つて来た。その成績は次のとおりであろ。

（第 1表） この中最も多くiJIi索を含有し且つ

宜度の罹患率を示していろ湯沢市湯の際附近に

於ける検査について報告する。

湯沢市湯の原附近における

飲料水のi/1i素含有壼検査について

昭和27年に秋川県衛生部公衆衛生課の斑状歯

閲査に伴い、湯沢市（当時湯沢町）の飲料水15

件について検査を行つた。当時は最初でもあり、

一応の見当を付ける意味で湯沢町の広範囲に亘

り検査したのであるが、その結果下記の成績を

得、湯沢町の中でも湯の原附近が最も多董に弗

素を含有し、併かも公衆衛生課の調査において

も、高度の罹患率を示していろことが判明し

た。
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泣の原町に印点を置き、この附近の飲料水につ

いて一齊に検査を行つた。

この地区は、金池川が東西に流れ、川を境と

して北側に褐の原温泉（単純泉）が有 I)、飲料

水の全部がポンプ井Jiによるものである。

井戸の深さは平均凡そ 10~15尺である。

(I) 採水法

金池川を境とし南北に分け第 1図に示してい

ろように、瘍の原温泉を初めとし番号順に随つ

て、 4tイ則90件(1 - 90)南側60件 (91-150)
の井戸水について 250cc宛共栓試薬瓶に採水

し、これについて弗素、クロー）：、総硬度、マ

ンガン、鉄、の定罹試験を行つた。

詢採水すろに1繁し現場に於て僚温、水混、I)II

値を測定した、

(2) 試験法

祁 素•••••ヘマトキシリン法

クロール……硝酸銀による法

硬度…•••ETA 法

(3) 検査成績

湯の原附近

5 

共他地文 第 3表に示しているとおり金池川を境とし

検査件数 10 て、北側 90件の井戸水について検査した成績

弗素（平均値） 1. 82ppm O. 06ppm 

カルシュム（平均値） 33.72ppm 16. 86ppm 

総硬度（独乙） 5. 09 3. 27 

囚みに公来衛生課斑状歯閲杏成績（湯の原附

近）を示せば

Iil,'琺対象人貝 58名

MI 60. 5劣

1\f~ 24, 2劣

1¥[:; 15,3 クる

そこで更にこれを徹底せしめろ為、昭禾I128年

は、弗素含有最が最低 0.06ppm （大工町）最高

2. 6ppm （濁の原町）平均1.14ppm で南側60件

については、最低 0.04ppm 最高 0,76ppm 平均

0.16ppm と云う異った成績を示している。更に

i)|i素の含有程度を観察すれば第2表に示してい

ろが、 0.4prm以下の井戸水は北側 28劣南側

98鈴、 o.s~l.4ppmのもの北側3l?o'南側 2劣、

l ・5ppm以上のもの北側 41劣南側 01ると云う

非常に相違した成藝である。又弗素以外の成分

に付いてむ北側は何れも含有醗が多い。
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北側の検査成績を観察し、飲料水の常成分で

あるクロール、硬度と弗素の含有壼は、何等か

関係あるように考えられた。そこで念の為北側

90件について三成分の含有量をグラフで示して

みたところ第2図の結果を得た。即ちクロー

ル、硬度、弗素の含有最は弗素 o.Sppm以上の

場合において概ね平行的であると云う面白い関

係を見出した。このことは湯の原地区だけに現

われた偶然の結果であるかも知れない、が一方

このことを考慮に入れて一層注意をし試験を行

つたならば、更に正確な平行関係が得られたか

も知れない。
第 2表掲戟
第 2図// // 
第 3図/ // 

(4) 成績結果による考察

以上の成絞を観ると南北両地区の井戸水は水

質が全く異つていることが解る。これは金池911

を境として両地区が地質的に違つていろことが

推定されると同時に、水脈が9111こ添つて東西に

存在するものであろうと考察される。

金池川を境として北側地区は公衆衛生課の斑

状歯調査と一致した成績を示し、明らかに湯の

原附近は斑状歯発生地帯であると看倣すること

が化学的に証明された。倫弗素、クロール、硬

度の含有董から推して、発生源に相当する場所

は湯の原町特に湯の原温泉であろことが推定さ

れるc

次に斑状歯生成の原l!-:1をなすものは単に弗素

の含有舟のみによるものではなく、弗素と共存

すろクロール、硬度等の含有泄も亦関係するも

のであろうと考察されろ。

第 1表 年度別弗素試験実績表

年度別I町 村 名r;;r,;~-T~素叩孤＇［西•M)' クロー］し？認 Iマソガ叶 鉄ー 1硬度
最小｛f{［ 最大｛直 1(P.p.M)I(P.p.M)(P.P•M) (P.p.M） （ドイツ）

--- - ---- - ---、

0.045 
27年 I秋の宮村 I14 I 6. 4 / o. 0 I ; o. 08 I - I 4. 54 I - I - I ,. 06 

o. 15 
" I大湯町I1s I 6.49: 0.02 V•.'-'1.62 I - I 16.221 - 1 - I 2.05 

o. 96 
II|宮 JII 村 7 7. 16 0-03 • 3. 24 18.80 2.53 

I, 33 
" I -ト：：所町 ， 6.43 o. 03 • 4.85 68.20 I J. 55 

0.65 
" I湯 沢 町 15 6. 54 0,03 • 2,65 26.48 3. 88 

小 計 63 

0.03 
28年 1秋の宮村 60 6. 不． o.36 

0.753 
99 1 t• 勿TI 沢 町 I 150 

9. 778 

I 
77.614 

不 o. 153 

3. 792, 

小 i. t 210 
o. 17 

29年 I・I・コ所町i 17 5. o. 01 • o. 7 
I 

56.610 16. 249 

o.'37 
”’大 割 村 12 6. 3 O. I • 2. 5 15. 80 I 8.87 

0.21 
II I大阿仁村 II 5. 9 o. 13 • o. 3 10. 6 I 6. 182, 0.03 

0.20 
" I f易沢市 ll_1fTI 12 l 6.0 o. 16 • o. 23 

II I欠 o. 15 
...L. 斗 村 11 6, 3 0-08 • o. 7 

53. 1s I 16. 92 

20. 306 11-825' 

0.2 

0.0!5! 1. 
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第2表

④ 

金池川を境とし南北別の検査成絞

雪［町い］ーロり叫一弗Pl)り．l三—-1一砥ー独乙＿~=J.=—ク；）ここ］3よ:tP;11
北側 I1~90: 平均 l平均平均 茫打 ］ ざ翡 孟．払ゎ I平均平均
讐閲 1~901 90 I 5. 5 ! 14. 6 I 6. 2 最低最高＇伍屈ー最冨ー最低 1最高 I0.34 ¥ o.38 
=·=--—-- ••一~- .. -0•応J=2返』。：ーロ竺こ豆攣．o—-- -•一——---
南側 1 | o.04 i o.76 0. 73 ! 5. 16 15. 75 !70• 16 平均平均

ほ讐尉9し150: 60 I 5.9113. 1 I 6-0 —箪均 五一」灯― o.121 o. 36 

lぷ工町1 -I_--- o. 16 2•O2 丸 93

R 
I 

弗索令有量
桧金池と川しを
諸 。•4 PPm以下|Q.5~1.4PPǹI 1.5 PPm以I・・

北側| 25 28 37 

（嬰器悶 90 (28、？;,) (31．？る） (41？る）
一部

南側 I 59 I 

（塁大’詈工腐町):1 60 (98，劣） C 2.，，i) 
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（第 1図）
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（第 3図）
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（第2図）
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